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金
滞
古
蹟
志
巻
八

右
は
初
め
貸
家
と
た
し
、
後
民
共
の
地
を
賜
は
り
け
ん
。
金
津
町
合

所
留
記
に
一
式
ふ
。
御
銭
勉
之
者
小
頭
森
川
五
郎
右
衛
門
度
々
召
捕
者

得
手
柄
有
v
之
陀
付
、
骨
崎
a
御
一
褒
美
一
一
高
治
二
年
御
加
培
米
被
ν
下
、
外

に
葬
領
物
被
昌
仰
付
一
町
下
代
に
立
身
し
‘
公
事
場
牢
鍵
を
御
漬
け
被
ν

成
段
被
=
仰
出
一
公
事
場
隣
紺
屋
坂
之
下
に
居
屋
敷
拝
領
、
袋
に
居
住

殺
し
、
公
事
場
向
一
色
備
筆
相
動
、
都
而
牢
屋
向
御
定
等
も
五
郎
右

衛
門
b
被
a
仰
出
吋
一
然
鹿
実
和
二
年
病
死
し
、
せ
が
れ
文
三
郎
僅
八
歳

陀
付
、
周
年
毎
a
相
続
一
七
人
挨
持
被
v
下
、
一
類
の
内
b
引
越
た
り
。
牢

屋
鍵
は
町
奉
行
h
御
預
相
成
、
右
五
郎
右
衛
門
家
b
町
同
心
替
々
一

今
月
宛
引
越
、
公
事
場
向
御
用
五
郎
宥
街
門
同
事
相
勤
け
る
慮
、
町
曾

所
指
支
の
由
に
て
、
共
後
右
引
越
之
事
相
止
、
牢
出
入
の
都
度
牢
鍵

錫
ν
持
罷
出
相
勤
。
但
し
五
郎
宥
衛
門
家
は
共
後
取
梯
に
相
成
、
今
に

森
川
屋
敷
と
唱
へ
、
公
事
場
国
之
内
に
在
v
之
、
往
来
に
見
ゆ
る
木
戸

今
に
残
り
有
v
之
と
云
々
。

O
森
川
亙
廊
右
衛
門
健

軍
へ
和
二
年
七
月
五
郎
右
衛
門
調
筆
遺
書
に
一
試
ふ
。
五
郎
右
衛
門
儀
寛

永
十
八
年
に
父
錫
=
跡
目
一
御
織
地
之
者
小
頭
に
被
一
昌
召
尚
一
高
治
二
年

小
頭
役
御
赦
菟
、
御
宛
行
二
拾
俵
御
加
増
拝
領
。
延
貸
元
年
に
町
同

' 

馬
助
殺
害
被
昌
仰
付
-
時
分
、
共
門
外
之
堅
め
に
足
経
頭
茨
木
源
五
左

衛
門
・
山
崎
小
右
衛
門
雨
入
被
a
仰
付
一
候
旨
‘
奥
村
笠
岐
府
健
宅
に
於

て
菊
池
大
串
・
伊
藤
内
膳
列
座
に
て
被
昌
仰
渡
二
弗
節
山
崎
小
方
衛
門

之
御
諦
に
、
奉
v
長
候
。
あ
は
れ
左
馬
助
儀
鬼
陀
仕
度
候
。
鬼
に
成
外
へ

罷
出
候
は
ぜ
い
は
せ
は
仕
間
敷
.
若
し
臆
病
に
て
裏
口
よ
り
は
づ
し

候
て
は
‘
可
v
仕
様
も
無
a

御
一
座
-
回
目
由
・
聞
罷
越
。
扱
門
外
へ
出
で
馬
に

架
け
る
時
分
、
着
用
之
小
袖
の
装
を
返
し
候

τ股
立
取
、
足
抑
制
共
へ

向
ひ
申
候
は
、
悶
敷
時
分
は
頭
を
も
見
逮
へ
る
も
の
也
。
此
紅
裏
を

我
等
と
存
知
候
へ
と
て
馬
を
乗
出
し
け
る
と
ぞ
。
今
按
宇
る
に
、
可

観
小
訟
の
侮
訟
も
全
く
諦
け
が
た
し
。
茨
木
源
五
左
衛
門
・
山
崎
小

右
衛
門
雨
人
共
足
額
頭
と
載
せ
た
る
も
非
也
。
茨
木
家
穏
に
、
盛
安

元
年
戊
子
馬
廻
組
頭
粂
寺
祉
事
行
被
昌
仰
付
ア
寓
治
二
年
己
一
亥
十
二
月

御
小
持
組
市
川
瀬
五
兵
衛
在
v
故
御
成
敗
.
検
使
被
=
仰
付
吋
足
経
頭
山

崎
小
右
衛
門
等
商
人
於
a

臭
村
因
幡
宅
-
被
昌
仰
渡
-
相
昌
勤
之
↓
と
あ
り

て
、
茨
木
源
五
左
衛
門
は
検
使
な
り
。
山
崎
小
右
衛
門
は
足
騒
頭
に

て
、
闘
躍
は
門
外
の
響
聞
な
り
し
と
聞
ゆ
。
然
る
を
可
観
小
訟
に
過
聞

し
て
、
前
顕
の
如
〈
蛾
せ
た
る
も
の
怠
る
ぺ
し
。
扱
右
成
政
一
件
は
‘

按
宇
る
に
.
抽
畑
恵
夜
話
に
載
す
る
僻
話
は
週
間
多
か
り
貯
ん
。
問
自
家
見

金
滞
古
蹟
志
巻
八

八

心
並
に
被
昌
仰
付
プ
公
事
場
・
町
合
所
雨
所
錨
裁
許
被
ν
命
、
十
ヶ
年
相

勤
と
云
々
。
懐
恵
夜
話
に
一
試
ふ
。
松
雲
公
御
代
初
射
手
組
市
川
右
馬
介

と
云
ふ
者
、
虚
病
を
檎
へ
御
串
奉
中
公
を
も
不
v
勘
引
鎗
罷
在
に
付
、
足
騒

頭
山
崎
小
右
街
門
等
震
『
=
-
験
検
使
-
捕
者
に
被
ι
仰
付
吋
二
占
.

射
‘
共
上
甲
斐
々
々
敷
者
た
り
。
足
額
之
内
森
川
五
郎
右
衛
門
と
云

者
進
み
出
、
右
馬
介
召
捕
る
ぺ
き
よ
し
を
い
へ
り
。
共
鉢
騒
忽
に
し
て

事
之
外
身
を
援
は
し
気
揚
り
た
る
鉢
也
。
さ
て
人
数
を
揃
へ
小
右
衛

門
馬
K
乗
る
時
、
赤
き
裏
の
小
袖
の
尻
を
つ
ま
げ
.
回
定
を
以
て
目
印

に
す
べ
し
と
云
ふ
。
方
馬
介
宅
は
溜
野
川
河
原
謹
也
。
粂
て
官
談
の
如

〈
足
韓
共
を
遣
し
、
欠
込
人
有
ν
之
‘
吟
味
す
る
よ
し
玄
関
前
に
て
呼

は
ら
せ
、
森
川
五
郎
右
衛
門
は
此
者
共
陀
織
は
宇
、
勝
手
口
の
方
へ

廻
り
け
る
底
‘
右
馬
介
彼
聾
を
問
、
大
脇
差
を
指
、
朝
の
事
故
食
後

の
楊
枝
を
く
は
へ
、
露
地
下
駄
を
は
き
背
戸
口
の
方
よ
り
出
る
慮

を
、
五
郎
右
衛
門
捕
た
り
と
聾
を
懸
け
組
付
、
上
を
下
へ
と
組
合
ふ

菅
に
、
何
れ
も
か
け
付
、
う
ろ
た
へ
五
郎
右
衛
門
共
に
切
付
け
る
。

故
に
五
郎
右
衛
門
も
深
手
を
負
ひ
放
し
た
る
を
、
大
勢
陀
て
有
馬
介

を
殺
害
せ
り
。
五
郎
右
衛
門
は
共
働
き
に
依
て
立
身
命
ぜ
ら
れ
、
後

々
ま
で
公
事
場
之
鎖
番
を
勤
む
。
と
あ
り
。
可
観
小
訟
に
除
、
市
川
左

H 

グ
t

聞
築
に
は
高
治
元
年
之
幕
御
小
勝
奥
市
川
踊
五
兵
衛
御
成
政
也
。
此

事
奥
村
因
幡
宅
に
而
申
渡
、
御
使
奥
頭
雨
入
抑
込
‘
取
手
足
軽
森
川

五
郎
右
衛
門
・
寺
尾
平
右
衛
門
捕
v
之
殺
害
す
。
捕
五
兵
衛
常
々
不
行

儀
に
よ
り
、
共
興
頭
へ
呼
寄
と
い
へ
ど
も
不
昌
罷
出
立
慌
て
如
'
宥
被
昌
仰

付
↓
と
あ
り
。
天
和
二
年
の
森
川
五
郎
右
衛
門
手
書
に
も
、
先
年
市
川

瀬
五
兵
衛
被
a
仰
付
-
時
分
‘
惣
足
極
小
頭
共
之
内
を
、
御
老
中
之
指
固

に
て
私
被
-
議
出
一
則
御
詩
申
上
c
其
節
上
奉
行
茨
木
源
五
左
衛
門
・
山

崎
小
右
衛
門
被
昌
仰
付
二
揃
五
兵
衛
方
ヘ
罷
越
‘
私
井
小
坂
五
郎
兵
衛

と
一
武
足
極
一
人
召
連
内
h
入
、
私
一
人
は
裏
口
へ
廻
り
、
走
人
入
申
皆

聾
を
懸
候
底
、
摘
五
兵
衛
罷
出
、
無
=
呉
儀
-
か
ら
め
捕
候
。
右
上
御
奉

行
衆
b
相
波
候
へ
者
、
共
場
に
而
被
v
設
昌
殺
害
-
候
。
と
載
せ
た
り
。
叉

金
樽
町
合
所
雪
上
限
と
云
ふ
留
記
に
載
せ
た
る
延
費
六
年
十
一
月
町

奉
行
よ
り
言
上
書
に
も
、

森
川
五
郎
右
衛
門

此
者
先
年
市
川
瀬
五
兵
衛
召
捕
候
刻
.
首
尾
能
段
具
に
建
-
-
御
諒
一
町

同
心
並
に
被
v
成
.
堀
口
頭
三
郎
代
に
被
=
仰
付
-
候
d

共
刻
迫
而
は
少
知

を
も
可
ν
被
v
下
様
.
私
共
迄
各
様
被
a
仰
聞
-
候
d

今
以
御
奉
公
情
を
出
し

相
勤
候
問
如
何
様
に
も
宜
様
に
御
相
談
伊
成
可
v
被
v
下
候
.
以
上
e

丸




